
解 答
ア オ サトウキビ エ エ・オ ア問１ （くんで不順可）唄 欝 蔚 鰻 姥 厩

オ ア エ ウ イ問２ 唄 欝 蔚 鰻 姥

エ ア イ ウ ウ イ ウ問３ 唄 欝 蔚 鰻 姥 厩 浦

ア ウ ア Ｃ問４ 唄 欝 蔚 鰻

Ｃ Ｅ Ｂ エ Ｂ姥 厩 浦レンズ フィルム しぼり

ウ ア とけていたものが気体になったから。問５ 唄 欝 蔚

ウ イ鰻 姥

Ｄ Ｂ イ イ ウ 右図問６ Ａ Ｄ唄 欝 蔚 鰻 姥

ウ エ厩 栄 永

問７ （くんで不順可）唄 欝 蔚 鰻 姥 厩エ ウ イ 左 ア エ・カ

オ ア浦 瓜

解 説

問３ （表①）から ふりこの長さが４倍・９倍…になると，蔚・鰻

１０往復する時間が２倍・３倍…になっていることがわか

ります。したがって，①にあてはまる値は２２５（２５×

９ ，②にあてはまる値は，２５.４（１２.７×２）となり）

ます。

ふり子で，おもりの重さを変えても１０往復する時間は変わりません。姥

（図①）で，①・④のようにふり子が動くとき，かかる時間はふり子厩

の長さが１００cmの１往復する時間の の時間がかかります。したがっ
４
１

て （表）から０.５秒（２０÷１０× ）とわかります。同様に，②・，
４
１

③のようにふり子が動くとき，かかる時間は（表）から０.３１７５秒

（１２.７÷１０× ）とわかります。１往復するのにかかる時間は１.
４
１

６３５秒（(０．５＋０.３１７５)×２）となります。

支点Ａ１のふり子が右端にくるのは，１秒ごとです。また，支点Ａ２浦

のふり子が左端にくるのは，１.４９秒ごととなるので，以下のように

なります。

ふり子Ａ１ １秒 ，２秒 ，３秒 ，…

ふり子Ａ２ １.４９秒，２.９８秒，４.４７秒，…

２つのおもりがはじめて最も近づくのは３秒後となります。

問７ 棒の重心が支点のＡより左側になるので左に回ります。鰻

Ｃのおもりが逆回りに回すはたらき⑧は２７００（１３５×２０）と姥

。 。なります （図３）で，つり合っていることから下のことがわかります

左回りのはたらき＝６０×３０＋棒の重さの回すはたらき

右回りのはたらき＝３００×１０

が同じになるので，棒の重さの回すはたらきは，１２００（３０００－１８００）となるので，⑨の差は

１５００（２７００－１２００）となります。したがって，⑧：⑨＝２７００：１５００＝９：５となります。

⑨の差は （図３）と（図４）での棒を支える位置と棒の重心の距離が変化することでできます。厩 ，

棒を支える位置が１０cm変化して⑨の差１５００ができたので，棒の重さは１５０ｇ（１５００÷１０）と浦

わかります。

（図４）から，点Ｏから左へ８cm（１３５０×２０÷１５０－１０）の位置に棒の重心があることがわかり瓜

ます。
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